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会場 大阪府水都国際中学校・高等学校（新校舎）　２階会議室

國守正二、佐々木純也、菅野正嗣、蘇美花(オンライン参加）、福井崇之、藤本哲

太田晃介、ジョンボディング、佐藤吾朗、大山達也、日出裕加里、林健太郎、山根一毅

なし

資料１～資料８

議題等(次第順）

１．校長挨拶・学校説明

２．評議員・事務局紹介

３．令和６年度学校経営計画評価報告（中学校・高等学校）

４．令和７年度学校経営計画報告（中学校・高等学校）

５．副校長挨拶・閉会

１．校長挨拶・学校説明（太田）

・評議員への謝辞を述べるとともに、今年度の評議会開催が遅れた事に関してのお詫びが伝えられた。

・教職員だけではなく保護者の皆様、地域の皆様、有識者の皆さまの意見を積極的に取り入れ、共によりよい学校作りを目指し努力を重ねていきたい。既に保護者様の意見を積極的にとり入れながら連

携を強化しており、要望のあった弁当発注アプリなどの導入を決定している。

２．評議員・事務局紹介

・新任評議員・事務局員の紹介がされ、各評議員よりそれぞれ挨拶が述べられた。事務局担当理事、山根より海外を視野にいれつつ地域社会を共に豊にする人材育成に取り組んでいく方針が示され、

評議員へ改めて謝辞が述べられた。

３．令和６年度学校経営計画評価

〇高等学校報告（佐藤）

資料５に基づき報告を行った。特筆すべき点としての成果と課題の共有を行った。学力向上：授業満足度は８０％を達成した。IBのDPスコアは世界平均を上回る３３．５点を達成した。進路指導：海外大学

への進学実績を12名に伸ばし、世界トップランクの大学への合格実績を上げた。海外奨学金獲得のノウハウも蓄積している。特別支援：個別に支援が必要な生徒や保護者に対し、常駐のカウンセラーを

配置し、チームによる支援体制を構築した。開かれた学校つくり：教育関係者の視察を４０件以上受け入れたほか、大阪府の教員研修を実施するなど積極的に外部との連携を図っている。

〇中学校報告（大山）

資料４に基づき報告を行った。特筆すべき点としての成果と課題の共有を行った。学力向上：大阪府チャレンジテストにおいて全学年で大阪府平均を上回る結果となった。国語の思考判断表現力は平均

を20ポイント上回り、批判的思考力を育成する総合型学習が成果をあげている事が示された。論文作成能力には改善の余地がある為対策を進めていく方針である。個性と可能性の伸長：各種コンテスト

で多数の受賞者を輩出した。危機管理体制：年２回の避難訓練（火災、地震・津波）を全教職員と生徒が参加して実施。いじめの早期発見・対策委員会を設置し、教職員間の密な関係性を構築した。

４．令和７年度学校経営計画

〇高等学校報告（佐藤）

資料７に基づき報告を行った。特筆すべき点の共有を行った。IT環境整備：教員のPCをAI利用可能な環境に整備し、今後は生徒に対してもAIの適切な活用方法を指導していく。IB教育：IBコース選択者の

増加を目指し、国内大学進学への誤解を解消する為のプロモーションを強化。本校が提供するプログラムの魅力を発信していく。国際交流：海外研修旅行を継続実施するほか、万博関連事業を通じて

生徒が費用負担なく海外へ招待されるなどの国際交流機会などが今年度複数創出される予定。人材育成：大阪府からの受け入れとして府立高校教員が１年間本校で研修するプログラムを開始してい

る。

〇中学校報告（大山）

資料６に基づき報告を行った。特筆すべき点の共有を行った。個性を伸ばす教育：国際理解を深める為のプログラムを積極的に展開し７月にはバスケット部が米国の生徒との親善試合及び交流プログラ

ムを実施した。進路指導の強化：姉妹校の締結をめざし、海外で生徒による舞踏披露交流プログラムを計画するなど国際交流プログラムを推進する。開かれた学校つくりを行う：在海外駐在家族向けの

学校説明会等を実施するなど積極的に広報活動を行っている。

学校評議員からの意見

・AI利用に関する指導：宿題におけるAI利用について、適切な活用方法や禁止事項の指導は行われているかと質問があった。教頭よりAI利用は完全に禁止しているわけではないが、IB教育の基準に基づ

き、引用先を明確にすることを指導していると回答された。

・スクールカウンセラーの利用状況について利用率や稼働率データは開示されるかと質問があった。教頭より担任教員だけで案件対応しようとする傾向がまだあるが、専門的な支援を積極的に受ける様

に教員に働きかけており、利用データに関しては開示できる様、準備を進めると回答された。

・夏休み等、長期休暇中の生徒活動について質問があり、中学教頭より多くの生徒が海外を含む様々なプログラムやイベントに参加していると報告された。

・教育関係者向け授業公開に関して質問があり、教頭よりIB教育への理解促進の為、「アカデミックフェア」というイベントを開催予定であり、午後に授業公開と座談会を設ける旨案内があった。

・キャリア教育について質問があり、教頭より中学校では職業観、高校ではアカデミックな部分に焦点を当てており、生徒の段階に合わせて講師を招くなどきめ細やかな指導と共に、海外進学フェア等、幅

広い選択肢を提示するイベントも積極的に行っている旨回答があった。

５．閉会

（JB）評議員へ謝辞が述べられた。今まで以上に保護者、生徒、教職員の意見を取り入れ、より良い学校運営を行っていく為、継続的に皆様のご指導・ご助言頂きたいと挨拶があった。

次回の会議日程

令和７年　１２月（未定）

備考

意見聴取に係る資料

資料2

学校評議員会　議事録

大阪府立水都国際中・高等学校

太田　晃介

開催日時 令和　７年　９月　８日（月）１８:００　～　１９:００　

大阪府立水都国際高等学校（新校舎）２階会議室開催場所

出席者(委員）

出席者(学校）

傍聴者


